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タッチUIにおけるソフトウエアキーボード 

操作方法 

Operation of Software keyboad on touch User Interface 
 

1 活動の目的 

 昨今のスマートフォンやモバイル機器の普及と複合機からのメール送信，インターネットサイトへ 

の接続，スキャンによるファイル保存などタッチデバイスからソフトウエアキーボードを使用する機 

会が増加してきた。 

 ユーザーインターフェイスザインプロジェクトでは，既にTR-11 としてQWERTY配列，50音順配列

の表示方法をまとめているが、文字入力の配列以外に記号などの入力方法，漢字変換方法，標準用語な

どの表示，操作方法について各社の実装状況を調査し，今後の標準化につなげることを活動の目的とし

た。 

 

2 ソフトウエアキーボードの一覧 

2.1 調査方法 

 本TRは主に各社のオフィス用複合機の画面操作部で用いられているタッチ操作のソフトウエアキー 

ボードの画面をキャプチャーしてまとめたものである。QWERTY配列と50音順配列のパターンだけで

はなく，同じ文字列を入力するための操作ステップも合わせてまとめ，各社の操作方法の相違が分る

ようにした。 

  

2.2 表構成及び調査結果のまとめ 

 2.2.1 各社タッチパネルキーボード表示事例 

 一覧表(表1参照)は次の項目で構成されている。 

  ・会社名 

    ・主な機種名 

  ・画面サイズ 

  ・QWERTY並びに50音順のキー配列にシフト操作時の表示 

・各社の共通内容，特徴などの考察 

 2.2.2 各社の入力する操作ステップ 

  「愛が」の入力を事例とした操作ステップ(表2参照)は次の項目で構成されている。 

  ・会社名 

    ・主な機種名 

  ・ステップごとの画面表示（各社によってステップ数は異なる）
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解 1 

タッチUIにおけるソフトウエアキーボード一覧  

解説 

  この解説は本体及び附属書に規定・記載した事柄を説明するもので，規格の一部ではない。 

 

1 制定の趣旨    

 近年複合機の操作パネルは画面を使ったソフトウエアキーが主体となっており，複合機からのメール

送信，インターネットサイトへの接続，スキャンによるファイル保存などタッチデバイスからソフトウ

エアキーボードを使用する機会が増加してきた。また，タブレット端末やスマートフォンの普及によっ

て，ユーザーがタッチ操作で文字入力する機会が普及し，複合機においても共通の操作方法が求められ

ている。 

 このような状況の中，各社がどのような操作方法を採用して提供しているかを俯瞰するために一覧表

を作成した。この表を，各社のデザイン部門又はユーザーインターフェイス設計部門が閲覧できること

で，有効的に活用できるのではないかとの考えからTR化に至った。 

 

2 活動の経緯 

 本TRで作成した表は、2015年度から2016年度にかけてユーザーインターフェイスデザインプロジェ

クト／ステアリングチームの活動に参加している各社が，実機に搭載した画面を調査してまとめたもの

である。 

 

3 今後の課題 

 先述のようにタッチパネルを使用した操作はiOSやAndroid等のOSを搭載したタブレット端末やスマー 

トフォンなどで一般的に普及してきており，既にリコー社では，Android OSに準拠したソフトウエアキー

ボードを搭載した複合機がリリースされている。  

 今後，OSとの整合を意識しながらも、複合機でどこまで共通操作として規定していくかが課題であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


